
２０２６年度　入学試験問題

一般入試後期

２０２６年３月５日（木）実施

◎	試験科目：保健医療学部・経営学部

◎	試験時間： 1 2 0 分

◎	注意事項

英語・国語

１ 　試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。
２ 　試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答マークシートの

汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。
３ 　配付する解答マークシートは２枚。解答マークシートには解答欄以外に次の記

入欄がある。それぞれ正しく記入，マークすること。
① 氏　　名：氏名は正確に，フリガナはカタカナで正確に記入する。
② 受験学科：受験する学科名を記入する。
③ 試験会場：自分の受験地を記入する。（本学・浜松）
④ 選択科目：選択する科目名を記入し，マーク欄にマークする。
⑤ 受験番号：受験番号（８ケタ）を記入し，マーク欄にマークする。
⑥ 誕生月日：生まれた月と日を記入し，マーク欄にマークする。

４ 　選択科目（英語・国語），受験番号，誕生月日が正しくマークされていない場
合は，採点の対象とならないことがある。

５ 　解答は，マーク欄に正しくマークすること。
６ 　解答は，一つの解答番号につき一つである。二つ以上マークすると，その解答

は無効となる。
７ 　試験終了後，この問題冊子は回収するので，持ち帰らないで机上に置くこと。
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Ⅰ　次の英文を読んで、設問に答えなさい。

英　　　　語

1 38（解答番号　　　　　　～　　　　　）
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著作権の関係上、　　　　　
文章は表示してありません。
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1 　本文中の（ 1 ）～（ 6 ）に入れるべきものを、それぞれ①～⓪の中から

選びなさい。（ただし、同じ語を重複して選ばないこと。）

①　which ②　as ③　how ④　either ⑤　much

⑥　little ⑦　more ⑧　on ⑨　between ⓪　to　

2 　本文中の［　 A 　］～［　 D 　］に入れるべきものを、本文の内容に合うように、そ

れぞれ①～④の中から選びなさい。（ただし、同じ語（句）を重複して選ばないこと。）

 ［　 A 　］ 7 ［　 B 　］ 8 ［　 C 　］ 9 ［　 D 　］ 10

①　Instead　　　②　In conclusion　　　③　For example　　　④　However

3 　本文中の下線部⑴ includes の意味に最も近いものを選びなさい。 11

①　limits　　　②　removes　　　③　contains　　　④　indicates

4 　下線部⑵の意味として最も適切なものを選びなさい。 12

①　 たとえその若手メンバーがグループの中で最年長であっても、その人に支払いをさせな

いでください。

②　 たとえその若手メンバーがグループの中で最も地位が高くても、その人を責任者に任命

しないでください。

③　 たとえその若手メンバーがグループの中で最も経験豊富であっても、その人に支払いを

させないでください。

④　 たとえその若手メンバーがグループの中で最年長であっても、その人をチームに入れな

いでください。
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5 　全体の意味が通るように、下線部⑶を並べかえるとき、適切な配列を次から選びなさい。 

 13

①　2-6-3-1-5-7-4

②　5-7-1-3-4-2-6

③　7-6-3-1-5-4-2

④　3-1-4-7-5-2-6

6 　本文の内容に合うものを選びなさい。 14

①　 You don't have to learn English even if you want to do business in an English-

speaking country.

②　 In the UK, wearing stripes can show that someone is a part of a special group.

③　 Most British people are friendly, so we can ask personal questions to them.

④　 The UK has a long history, but few traditions. 
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Ⅱ　次の英文の各空所に入れるべきものを、それぞれ①～④の中から選びなさい。

⑴　You have to hand in these documents（ 15 ）the day after tomorrow.

①　until　　　②　for　　　③　by　　　④　with

⑵　Strong communication skills（ 16 ）for the Sales Manager position. 

①　is required　　　②　are requiring　　　③　require　　　④　are required

⑶　My brother said that he did not know her, （ 17 ）was not true.

①　who　　　②　that　　　③　which　　　④　what

⑷　I tried to force Tom（ 18 ）with me.

①　coming　　　②　comes　　　③　to come　　　④　to coming

⑸　（ 19 ）your help, I couldn't have made it.

①　With　　　②　If　　　③　Without　　　④　On

⑹　He seemed（ 20 ）what I said.

①　to understand　　　 ②　to be understood　　　

③　understanding　　　④　that he understood

⑺　This picture in this museum is worth（ 21 ）.

①　to see　　　②　seeing　　　③　to seeing　　　④　seen

⑻　Kate likes cats, （ 22 ）her sister likes dogs.

①　during　　　②　whether　　　③　while　　　④　what
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⑼　The（ 23 ）people get, the more money they want.

①　rich　　　②　richer　　　③　richest　　　④　much

⑽　She（ 24 ）have forgotten about the appointment, because she's hardly ever late.

①　should　　　②　could　　　③　must　　　④　can
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Ⅲ　次の英文を読んで、設問に答えなさい。
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1 　本文中の（ 25 ）～（ 27 ）に入れるべきものを、それぞれ①～⓪から選び

なさい。（ただし、同じ語（句）を重複して選ばないこと。なお、文頭に来る語（句）の語

頭の文字も小文字で与えられている。）

①　becomes ②　with ③　no longer ④　or ⑤　any longer

⑥　during ⑦　for example ⑧　but ⑨　however ⓪　seems

2 　本文中の下線部⑴ information と同じ音節にアクセントをもつ語を選びなさい。 28

in-for-ma-tion

①　en-vi-ron-ment　　　②　cal-cu-la-tor　　　③　en-ter-tain-er　　　④　ge-og-ra-phy

3 　本文中の下線部⑵ store の意味に最も近いものを選びなさい。 29

①　produce　　　②　keep　　　③　shop　　　④　put

2026-鶴田-後期-英語-問題.indd   72026-鶴田-後期-英語-問題.indd   7 2025/11/27   9:52:152025/11/27   9:52:15

著作権の関係上、　　　　　
文章は表示してありません。
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Ⅲ　次の英文を読んで、設問に答えなさい。
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4 　下線部⑶の意味として適切なものを選びなさい。 30

①　時間が経ち、脳細胞同士のつながりが使われないと、そのつながりは弱くなる。

②　時間が経つと脳細胞同士のつながりが弱くなり、それらは使われない。

③　情報があいまいになると、時間が経ち、そのつながりは使われなくなる。

④　時間が経ち、そのつながりが使われないと、クローゼットが壊れやすくなる。

5 　本文の内容に合わないものを選びなさい。 31

①　長期記憶にとどまるのは、ごくわずかな情報だけだ。

②　短期記憶の仕事は、ほんのわずかな時間だけ情報を留めておくことである。

③　私たちの脳は、情報を記憶して留めておくのか、それとも手放すのかを決めている。

④　"tip of the tongue" 体験とは、覚えているはずの単語を完全に忘れてしまうことである。
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Ⅳ　Annie と Bob の会話を読んで、設問に答えなさい。

Annie:  Hi!  How have you been?  Are you doing well?

Bob:  A , to be honest.  I'm struggling with job hunting.  I haven't applied to 

any companies yet because I have no idea（ 32 ）one would be a good fit for 

me.

Annie:  I see.  What kind of jobs are you interested in?

Bob:  I love communicating with people, so anything is fine（ 33 ）I can talk to 

people.

Annie:  （ 34 ） about working at a travel agency?  I think you could interact with a 

lot of people.  Plus, you can speak English, so it could be a great fit for you.

Bob:  That might be nice, but staff at travel agencies often have to work on weekends.  I 

don't want to work weekends（ 35 ）I wouldn't be able to meet my friends.

Annie:  Hmm, you have a point.  Most customer service jobs are like that too.  It's tough to 

decide on a future career.  Is there anything else you want to do?

Bob:  If I didn't have to worry about work, I'd want to study abroad.  But my parents 

don't allow it.

Annie:  If that's something you really want to do, you should talk to your parents about it.  

You only live once.

Bob:  You're right.  I'll give it a try.

1 　会話文中の（ 32 ）～（ 35 ）に入れるべきものを、それぞれ①～⑧の中か

ら選びなさい。（ただし、同じ語（句）を重複して選ばないこと。なお、文頭に来る語（句）

の語頭の文字も小文字で与えられている。）

①　as long as ②　why ③　as if ④　how ⑤　because 

⑥　where ⑦　who ⑧　which 

2 　会話文中の下線部Aに入れるべきものを選びなさい。 36

①　No, I didn't do it well

②　Thank you very much

③　Not really

④　Yes, I have done

B
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4 　下線部⑶の意味として適切なものを選びなさい。 30

①　時間が経ち、脳細胞同士のつながりが使われないと、そのつながりは弱くなる。

②　時間が経つと脳細胞同士のつながりが弱くなり、それらは使われない。

③　情報があいまいになると、時間が経ち、そのつながりは使われなくなる。

④　時間が経ち、そのつながりが使われないと、クローゼットが壊れやすくなる。

5 　本文の内容に合わないものを選びなさい。 31

①　長期記憶にとどまるのは、ごくわずかな情報だけだ。

②　短期記憶の仕事は、ほんのわずかな時間だけ情報を留めておくことである。

③　私たちの脳は、情報を記憶して留めておくのか、それとも手放すのかを決めている。

④　"tip of the tongue" 体験とは、覚えているはずの単語を完全に忘れてしまうことである。
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3 　本文の下線部B If と同じ用法の if を含む英文を選びなさい。 37

①　I don't know if she's coming.

②　We might win the tournament, but that is a big if.

③　She hardly, if ever, eats meat.

④　If I were you, I would make an opportunity.

4 　会話文の内容と一致するものを選びなさい。 38

①　Bob はいくつかの会社に応募している。

②　Annie は旅行会社に勤めている。

③　Bob は留学したいと思っている。

④　Annie は Bob の留学に反対している。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
解
答
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。�

�

解
答
番
号

1

～

11

。

20
世
紀
は
、
科
学
と
そ
れ
に
基
づ
く
科
学
技
術
が
ひ
じ
ょ
う
に
発
達
し
た
時
代
で
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
20
世
紀
の
後
半
は
「
と
に
か
く
産
業
（
経
済
）

を
盛
ん
に
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
が
強
く
な
り
、
産
業
に
役
立
つ
科
学
技
術
だ
け
を
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

知
識
を
得
る
と
い
う
よ
り
、
み
ん
な
が
健
康
に
な
る
た
め
、
さ
ら
に
産
業
を
興
し
て
お
金
儲も

う

け
を
す
る
た
め
…
…
そ
う
い
う
こ
と
の
た
め
だ
け
に
科
学
は
あ
る
と
捉
え

ら
れ
た
の
で
す
。
科
学
に
関
す
る
シ
ョ
セ
キ
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
も
「
こ
ん
な
に
役
に
立
つ
」「
こ
ん
な
に
健
康
に
い
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
視
点
の
も
の
が
多
い
の

で
す
。

【
　
Ⅰ
　
】
そ
れ
は
大
事
な
こ
と
で
、
全
否
定
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
人
間
の
役
に
立
つ
と
か
健
康
の
た
め
と
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
「
答
え
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。「
こ
う
す
れ
ば
健
康
に
暮
ら
せ
ま
す
」、「
こ
う
す
れ
ば
経
済
活
動
を
活
発
に
で
き
ま
す
」
と
い
う
答
え
を
出
す
た
め
だ
け
に
科
学
が
あ
る
の
で
は
な
い

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。（
①
）

た
と
え
ば
、
２
０
１
１
年
3
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
に
よ
る
大
津
波
が
沿
岸
部
を
襲
い
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
今
も
な
お
放
射
能
は
拡
散
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
放
射
能
が
与
え
る
人
間
へ
の
影
響
に
つ
い
て
答
え
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現

在
放
出
し
て
い
る
レ
ベ
ル
の
放
射
能
に
よ
っ
て
人
間
の
身
体
に
何
年
経た

つ
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の
か
、
実
を
言
う
と
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
の
で
す
。

現
実
に
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
答
え
を
科
学
だ
け
に
求
め
る
と
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、
政
府
も
自
治
体
も

〔
　
Ａ
　
〕
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
先
端
の
科
学
技
術
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
日
本
で
す
が
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
見
る
と
、
今
ま
で
欠
け
て
い
た
も
の
が
見
え
て
き
ま
す
。
す
べ
て
の
も
の
に
は
答
え
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
沿
っ
て
行
動
す
れ
ば
い
い
と
私
た
ち

は
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
本
来
、
科
学
と
は
「
自
然
は
ど
う
い
う
も
の
な
ん
だ
ろ
う
」「
宇
宙
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」「
地
球
と
は
い
っ
た
い
な

に
か
」「
生
き
物
や
人
間
は
ど
う
し
て
生
き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
も
の
。
そ
う
し
て
考
え
て
い
け
ば
、
科
学
は
各
自
の
〔
　
Ｂ
　
〕
を
つ
く
っ
て

く
れ
る
は
ず
な
の
で
す
。

「
考
え
る
」
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
答
え
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
あ
り
、
考
え
て
考
え
て
考
え
抜
け
ば
答
え
は
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
一
つ
の
答
え
が
出
て
く
る
と
、

Ⅰ

1

ａ

（
注
）

国

　
　
　語

　解
答
番
号
（

1

～

37

）
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も
っ
と
難
し
く
て
、
で
も
お
も
し
ろ
い
問
い
が
必
ず
生
ま
れ
て
く
る
。「
答
え
を
見
つ
け
た
ら
オ
シ
マ
イ
」
で
は
な
く
、
ず
っ
と
考
え
つ
づ
け
る
こ
と
。（
②
）

で
は
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
世
界
観
を
持
て
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

過
去
を
振
り
返
る
と
、
科
学
は
17
世
紀
以
降
の
３
０
０
年
間
に
わ
た
り
「
機
械
論
的
世
界
観
」
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
簡
単
に
い
う
と
「
宇
宙
や
生
命
、
人
間
を
す
べ

て
機
械
と
考
え
て
調
べ
れ
ば
い
い
の
だ
」
と
い
う
世
界
観
で
す
。
ガ
リ
レ
イ
は
「
自
然
は
数
字
で
書
か
れ
た
書
物
」、
ベ
ー
コ
ン
は
「
自
然
の
操
作
的
支
配
」、
デ
カ
ル
ト

は
「
機
械
論
的
非
人
間
化
」、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
「
粒
子
論
的
機
械
論
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
方
を
出
し
ま
し
た
。

た
し
か
に
、
分
子
生
物
学
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
た
ん
ぱ
く
質
の
働
き
を
調
べ
て
み
る
と
、
生
物
も
機
械
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
で
も
人
間
を
含
む
生
き

も
の
は
機
械
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
し
か
し
、
従
来
の
科
学
技
術
を
生
み
出
す
た
め
の
答
え
を
求
め
る
に
は
、
機
械
と
し
て
考
え
た
方
が
効
率
が
よ

か
っ
た
の
で
す
。（
③
）

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
研
究
で
「
世
界
を
機
械
と
し
て
考
え
る
」
と
い
う
従
来
の
思
考
で
は
自
然
を
捉
え
き
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。「
宇
宙
」
を
考
え
ま
す
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
知
っ
て
い
ま
す
ね
。
相
対
性
理
論
を
考
え
出
し
た
す
ば
ら
し
い
物
理
学
者
で
、
20
世
紀
初
頭
に
活
躍
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ダ
イ
な
業
績
を

残
し
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
さ
え
、「
宇
宙
は
機
械
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
宇
宙
の
銀
河
の
数
は
常
に
一
定
で
、
基
本
的
な
構
造
が
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う

「
定
常
宇
宙
論
」
を
支
持
し
て
い
た
の
で
す
。（
④
）

【
　
Ⅱ
　
】
今
、
そ
の
理
論
は
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
に
も
ご
講
義
が
収
録
さ
れ
て
い
る
佐
藤
勝か

つ

彦ひ
こ

さ
ん
は
「
宇
宙
は
動
い
て
い
る
、
ど
ん
ど
ん
膨
張
し
て
い
る
」

と
い
う
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
」
の
提
唱
者
の
一
人
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
佐
藤
さ
ん
は
宇
宙
論
研
究
を
世
界
的
に
リ
ー
ド
し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
宇
宙
の
膨
張
は
加
速
し
て
い
る
こ
と
が
超
新
星
の
観
測
に
よ
っ
て
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
発
見
を
し
た
3
人
の
教
授
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
バ
ー
ク
リ
ー
校

の
ソ
ー
ル
・
パ
ー
ル
マ
ッ
タ
ー
教
授
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
教
授
、
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
の
ア
ダ
ム
・
リ
ー
ス
教
授
）
は

２
０
１
１
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
世
界
を
構
成
し
て
い
る
物
質
と
し
て
炭
素
、
窒
素
、
酸
素
、
リ
ン
、
な
ど
の
元
素
、
そ
の
実
体
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
素
粒
子
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
ね
。
と

こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
物
質
は
宇
宙
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
物
質
の
た
っ
た
4
％
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
残
り
の
う
ち
、
約

20
％
は
「
暗
黒
物
質
（
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
物
質
で
す
。
こ
れ
が
な
ん
な
の
か
私
た
ち
に
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
こ
れ
で
ま
だ
25
％
程
度
。

残
り
、
つ
ま
り
宇
宙
の
お
よ
そ
75
％
が
「
暗
黒
（
ダ
ー
ク
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
私
た
ち
の
知
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
す
。
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
宇
宙
の
膨

張
を
加
速
す
る
力
の
よ
う
で
す
が
、
そ
の
実
体
は
謎
で
す
。（
⑤
）

今
ま
で
の
科
学
で
は
解
明
で
き
な
い
新
し
い
問
題
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
先
ほ
ど
「
一
つ
解
い
た
と
し
て
も
、
次
に
も
っ
と
難
し
い
問
題
が
出
て
く

る
」
と
お
話
し
し
た
好
例
で
す
。

2

ｂ

3
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（
中
村
桂け

い

子こ

「
私
の
な
か
に
あ
る
3�

8
億
年
の
歴
史�

―�

生
命
論
的
世
界
観
で
考
え
る
」『
科
学
は
未
来
を
ひ
ら
く
〈
中
学
生
か
ら
の
大
学
講
義
〉
3
』
よ
り
）

（
注
）
今
も
な
お
放
射
能
は
拡
散
し
て
い
ま
す
　
…
　
本
書
発
行
の
二
〇
一
五
年
三
月
十
日
時
点
で
の
状
況
。

問
一
　
傍
線
部
ａ
・
ｂ
の
カ
タ
カ
ナ
に
あ
た
る
漢
字
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
　
ａ

1

ｂ

2

。

ａ
　
シ
ョ
セ
キ�

ｂ
　
イ
ダ
イ

①
　
ジ
ッ
セ
キ
を
上
げ
る�

①
　
イ
ギ
ョ
ウ
を
成
し
遂
げ
る

②
　
セ
キ
ネ
ン
の
恨
み�

②
　
縄
文
時
代
の
イ
コ
ウ

③
　
セ
キ
ム
を
全
う
す
る�

③
　
イ
コ
ウ
を
放
つ

④
　
キ
セ
キ
に
入
る�

④
　
相
手
の
イ
コ
ウ
を
確
認
す
る

⑤
　
マ
ッ
セ
キ
に
名
を
連
ね
る�

⑤
　
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
イ
コ
ウ

問
二
　
空
白
部
Ⅰ
、
Ⅱ
に
補
う
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
一
度
使
っ
た
番
号
は
二
度
使
っ
て
は
い
け
な
い
。�

�

解
答
番
号
は
　

Ⅰ

3

Ⅱ

4

。

①
　
と
こ
ろ
が
　
　
　
　
②
　
し
か
も
　
　
　
　
③
　
も
ち
ろ
ん
　
　
　
　
④
　
そ
れ
ゆ
え
　
　
　
　
⑤
　
そ
も
そ
も

問
三
　
本
文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
て
い
る
。
補
う
箇
所
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
（
①
）
～
（
⑤
）
か
ら
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

5

。

【
こ
れ
が
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。】
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（
中
村
桂け

い
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の
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に
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年
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生
命
論
的
世
界
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で
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る
」『
科
学
は
未
来
を
ひ
ら
く
〈
中
学
生
か
ら
の
大
学
講
義
〉
3
』
よ
り
）

（
注
）
今
も
な
お
放
射
能
は
拡
散
し
て
い
ま
す
　
…
　
本
書
発
行
の
二
〇
一
五
年
三
月
十
日
時
点
で
の
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。
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、
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る
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を
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新
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へ
の
イ
コ
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問
二
　
空
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部
Ⅰ
、
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に
補
う
語
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と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
一
度
使
っ
た
番
号
は
二
度
使
っ
て
は
い
け
な
い
。�

�

解
答
番
号
は
　

Ⅰ

3

Ⅱ

4

。

①
　
と
こ
ろ
が
　
　
　
　
②
　
し
か
も
　
　
　
　
③
　
も
ち
ろ
ん
　
　
　
　
④
　
そ
れ
ゆ
え
　
　
　
　
⑤
　
そ
も
そ
も

問
三
　
本
文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
て
い
る
。
補
う
箇
所
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
（
①
）
～
（
⑤
）
か
ら
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

5

。

【
こ
れ
が
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。】
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問
四
　
傍
線
部
1
「
残
念
な
こ
と
に
、
20
世
紀
の
後
半
は
『
と
に
か
く
産
業
（
経
済
）
を
盛
ん
に
し
よ
う
』
と
い
う
考
え
が
強
く
な
り
、
産
業
に
役
立
つ
科
学
技
術
だ
け
を

素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
ら
こ
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
適
な

も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

6

。

①
　
科
学
は
選
択
と
集
中
に
よ
っ
て
、
社
会
や
人
々
の
健
康
に
役
立
つ
科
学
技
術
の
開
発
を
最
優
先
事
項
と
す
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
。

②
　
産
業
の
発
展
に
役
立
つ
科
学
技
術
を
優
先
し
た
こ
と
で
、
日
本
は
飛
躍
的
な
発
展
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
考
え
。

③
　
科
学
に
は
依
然
と
し
て
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
宇
宙
に
は
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
。

④
　
科
学
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
正
し
い
答
え
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
産
業
や
経
済
の
発
展
に
は
不
向
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
。

⑤
　
科
学
は
答
え
を
出
す
手
段
で
は
な
く
、
そ
の
営
み
を
通
し
て
世
界
の
あ
り
よ
う
を
問
い
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
。

問
五
　
空
白
部
Ａ
に
補
う
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

7

。

①
　
狂
喜
乱
舞�

②
　
右
往
左
往�

③
　
快
刀
乱
麻�

④
　
阿あ

鼻び

叫き
ょ
う

喚か
ん�

⑤
　
阿あ

諛ゆ

追つ
い

従し
ょ
う

問
六
　
空
白
部
Ｂ
に
補
う
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

8

。

①
　
世
界
観�

②
　
技
術�
③
　
機
械
論�

④
　
意
匠�

⑤
　
生
命
観

問
七
　
傍
線
部
2
「
機
械
論
的
世
界
観
」
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

9

。

①
　
社
会
の
変
化
は
意
図
的
な
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
偶
然
が
積
み
重
な
っ
た
結
果
生
じ
る
と
い
う
考
え
。

②
　
人
間
の
行
動
や
感
情
は
物
質
的
な
次
元
を
越
え
た
、
魂
や
霊
的
な
力
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
す
る
考
え
。

③
　
人
間
の
感
情
や
行
動
も
す
べ
て
物
質
的
な
脳
内
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
と
す
る
考
え
。

④
　
病
気
は
臓
器
や
神
経
の
異
常
で
は
な
く
、
精
神
面
も
含
め
た
全
人
的
な
問
題
で
あ
る
と
す
る
考
え
。

⑤
　
病
気
は
薬
に
よ
る
治
療
よ
り
も
本
人
の
前
向
き
な
気
持
ち
に
よ
っ
て
治
る
こ
と
が
多
い
と
す
る
考
え
。
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問
八
　
傍
線
部
3
「
今
ま
で
の
科
学
で
は
解
明
で
き
な
い
新
し
い
問
題
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
筆
者
の
ど
の
よ
う
な
考
え
が
読
み
取

れ
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

①
　
科
学
は
決
し
て
万
能
で
は
な
く
、
新
た
な
疑
問
が
次
々
に
出
て
く
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
考
え
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
。

②
　
科
学
で
ま
だ
解
明
で
き
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
る
の
は
、
研
究
に
使
え
る
資
金
や
人
材
が
十
分
で
な
い
た
め
で
あ
る
と
い
う
考
え
。

③
　
科
学
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
今
こ
そ
、
社
会
全
体
が
科
学
を
む
や
み
に
信
じ
頼
り
す
ぎ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
。

④
　
新
し
い
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
者
が
国
際
的
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
増
え
る
と
い
う
考
え
。

⑤
　
宇
宙
の
謎
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
正
体
を
解
明
す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
考
え
。

問
九
　
次
の
記
述
の
う
ち
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

①
　
科
学
が
一
義
的
な
答
え
を
出
せ
な
い
分
野
に
つ
い
て
は
考
え
る
価
値
が
な
く
、
実
用
的
な
研
究
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

②
　
科
学
は
人
間
に
と
っ
て
有
用
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
そ
の
存
在
価
値
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
無
価
値
で
あ
る
。

③
　
科
学
は
不
可
解
な
現
象
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
、
考
え
続
け
る
こ
と
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
育
て
る
営
み
で
も
あ
る
。

④
　
我
々
が
知
っ
て
い
る
物
質
は
宇
宙
全
体
の
半
分
程
に
す
ぎ
ず
、
残
り
は
暗
黒
物
質
と
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

⑤
　
科
学
が
答
え
を
出
せ
な
い
分
野
に
つ
い
て
は
個
々
人
の
自
由
な
考
え
に
ま
か
せ
、
科
学
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
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問
八
　
傍
線
部
3
「
今
ま
で
の
科
学
で
は
解
明
で
き
な
い
新
し
い
問
題
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
筆
者
の
ど
の
よ
う
な
考
え
が
読
み
取

れ
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

①
　
科
学
は
決
し
て
万
能
で
は
な
く
、
新
た
な
疑
問
が
次
々
に
出
て
く
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
考
え
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
。

②
　
科
学
で
ま
だ
解
明
で
き
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
る
の
は
、
研
究
に
使
え
る
資
金
や
人
材
が
十
分
で
な
い
た
め
で
あ
る
と
い
う
考
え
。

③
　
科
学
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
今
こ
そ
、
社
会
全
体
が
科
学
を
む
や
み
に
信
じ
頼
り
す
ぎ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
。

④
　
新
し
い
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
者
が
国
際
的
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
増
え
る
と
い
う
考
え
。

⑤
　
宇
宙
の
謎
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
正
体
を
解
明
す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
考
え
。

問
九
　
次
の
記
述
の
う
ち
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

①
　
科
学
が
一
義
的
な
答
え
を
出
せ
な
い
分
野
に
つ
い
て
は
考
え
る
価
値
が
な
く
、
実
用
的
な
研
究
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

②
　
科
学
は
人
間
に
と
っ
て
有
用
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
そ
の
存
在
価
値
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
無
価
値
で
あ
る
。

③
　
科
学
は
不
可
解
な
現
象
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
、
考
え
続
け
る
こ
と
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
育
て
る
営
み
で
も
あ
る
。

④
　
我
々
が
知
っ
て
い
る
物
質
は
宇
宙
全
体
の
半
分
程
に
す
ぎ
ず
、
残
り
は
暗
黒
物
質
と
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

⑤
　
科
学
が
答
え
を
出
せ
な
い
分
野
に
つ
い
て
は
個
々
人
の
自
由
な
考
え
に
ま
か
せ
、
科
学
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

2026-鶴田-後期-国語-問題.indd   202026-鶴田-後期-国語-問題.indd   20 2025/11/11   15:26:172025/11/11   15:26:17



― ―19

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
解
答
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。�

�

解
答
番
号

12

～

22

。

今
日
の
我
が
国
に
お
い
て
も
、
抗
議
や
示
威
運
動
と
し
て
の
デ
モ
は
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
会
を
取
り
囲
み
、
反
政
府
勢
力
と
機
動
隊
が
対た
い

峙じ

衝

突
す
る
と
い
う
、
あ
の
熱
量
の
高
い
デ
モ
は
徐
々
に
下
火
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
カ
イ
ロ
や
香ホ

ン

港コ
ン

で
の
市
街
戦
さ
な
が
ら
の
様
相
は
そ
う
簡
単
に
観み

ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
し
、
そ
う
た
び
た
び
起
き
て
ほ
し
く
な
い
事
態
で
は
あ
る
。

【
　
Ⅰ
　
】、〝
市
街
戦
さ
な
が
ら
の
デ
モ
〟
の
発
生
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
国
家
統
治
が
信
用
を
失
い
、
抑
圧
装
置
で
し
か
な
く
な
れ
ば
、
国
家
と
国
民
の
間
に

存
在
し
た
安
全
弁
が
す
べ
て
破は

綻た
ん

し
、
も
は
や
国
家
対
国
民
の
直
接
対
決
に
至
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
も
し
至
っ
た
と
な
れ
ば
、〝
市
街
戦
さ
な
が
ら
の
デ
モ
〟
は
再

び
起
き
る
だ
ろ
う
。

２
０
２
２
年
11
月
末
に
発
生
し
た
テ
ヘ
ラ
ン
や
上シ

ャ
ン
ハ
イ海
の
抗
議
デ
モ
が
〝
市
街
戦
さ
な
が
ら
の
デ
モ
〟
を
私
た
ち
に
想
起
さ
せ
た
。
ス
カ
ー
フ
の
着
用
の
仕
方
が
不
適

切
で
あ
る
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
女
性
が
死
亡
し
た
こ
と
を
ケ
イ
キ
と
す
る
抗
議
デ
モ
は
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
の
み
な
ら
ず
イ
ラ
ン
各
地
で
激
化
し
、
国
連
の
人
権
理
事
会
が
動

き
出
す
に
至
っ
た
。
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
に
対
す
る
不
満
が
爆
発
し
、
習
近
平
の
辞
任
を
明
示
的
に
叫
ぶ
よ
う
な
危
険
極
ま
り
な
い
抗
議
デ
モ
が
上
海
だ
け
で
な
く
中
国
各

地
に
広
が
り
、
ほ
ん
の
一
瞬
、
天
安
門
事
件
の
再
現
が
私
た
ち
の
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

監
視
と
統
制
が
日
常
化
し
て
い
る
権
威
主
義
体
制
下
で
こ
れ
ら
の
抗
議
デ
モ
は
起
こ
っ
た
。
権
威
主
義
体
制
で
も
（
権
威
主
義
体
制
で
あ
る
か
ら
こ
そ
？
）、
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
対
策
の
行
動
制
限
で
も
、
怒
り
の
人
流
は
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
は
言
え
、
や
は
り
〝
市
街
戦
さ
な
が
ら
の
デ
モ
〟
は
市
民
運
動
の
ノ
ー
マ
ル
モ
ー
ド
で
は
な
い
。
い
ざ
と
な
れ
ば
一
触
即
発
が
あ
り
う
る
こ
と
を
留
保
し
て
お
く
も

の
の
、
我
が
国
の
〔
　
Ａ
　
〕
と
し
て
は
、
デ
モ
は
下
火
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
民
主
主
義
社
会
の
伝
統
的
な
抗
議
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
市
民
社
会
の
存
在
証
明
で
も
あ
っ

た
「
デ
モ
」
と
い
う
王
道
的
市
民
運
動
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
デ
モ
の
近
未
来
を
考
え
る
に
際
し
て
、
次
の
2
点
に
注
意

し
た
い
。

第
1
に
、〝
動
員
〟
と
い
う
手
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
動
員
は
〝
イ
ベ
ン
ト
〟
の
開
催
の
た
め
に
人
を
か
き
集
め
る
こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
そ
こ
に
は
、
祝
祭
的
な
非

日
常
へ
の
招
待
と
い
う
含
意
が
あ
る
。
デ
モ
は
そ
の
形
を
変
え
つ
つ
も
、
祝
祭
的
な
非
日
常
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
後
も
生
き
残
っ
て
い
く
と
は
思
う
。
が
、
他
方
で
、

デ
モ
を
日
常
生
活
に
組
み
込
む
に
は
、〝
イ
ベ
ン
ト
の
動
員
〟
で
は
な
く
、〝
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
〟
と
い
っ
た
モ
ー
ド
で
市
民
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
に

な
ろ
う
。「
動
員
の
革
命
」
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
、
祝
祭
的
な
非
日
常
へ
の
挑
発
で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
お
け
る
ス
タ
イ
ル
の
提
案
と
し
て
利
用
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
。
デ
モ
も
、
大
声
で
叫
ぶ
の
で
は
な
く
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
交
流
し
お
互
い
の
知
恵
を
持
ち
寄
る
よ
う
な
も
の
に
で
き
な
い
か
。

Ⅱ

ａ

1
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第
2
に
、〝
人
流
〟
そ
の
も
の
へ
の
着
目
で
あ
る
。
デ
モ
は
下
火
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
大
規
模
な
人
流
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
フ
ェ

ス
や
花
火
大
会
、
そ
れ
か
ら
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
は
と
て
つ
も
な
い
人
流
が
生
ま
れ
る
。
死
傷
者
を
出
す
デ
モ
は
見
か
け
な
く
な
っ
た
が
、
花
火
大
会
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は
死

者
が
出
て
い
る
。
か
つ
て
蛇
行
進
や
渦
巻
行
進
に
対
し
て
説
か
れ
た
集
団
暴
徒
化
論
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
人
流
が
も
た
ら
す
急
性
呼
吸
窮

迫
症
候
群
（
明あ

か
し石
市
花
火
大
会
歩
道
橋
事
故
、
２
０
０
１
年
）
あ
る
い
は
群
集
雪
崩
（
ソ
ウ
ル
市
イ
テ
ウ
ォ
ン
に
お
け
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
圧
死
事
件
、
２
０
２
２
年
）
が
そ

れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。

従
来
の
デ
モ
も
こ
れ
ら
の
大
規
模
な
人
出
も
、
祝
祭
的
な
非
日
常
で
は
一
瞬
で
制
御
不
能
な
物
理
力
に
変
わ
る
危
険
性
を
は
ら
む
人
流
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
同
型
の

も
の
で
あ
る
。
人
流
と
い
う
観
点
か
ら
市
民
運
動
を
捉
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
従
来
の
デ
モ
と
い
う
概
念
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
ま
た
、

祝
祭
的
非
日
常
の
み
な
ら
ず
日
常
の
生
活
に
も
視
野
を
広
げ
て
、
人
流
そ
の
も
の
が
持
つ
意
味
を
考
え
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

伝
統
的
な
反
政
府
デ
モ
も
、
そ
の
祝
祭
性
・
非
日
常
性
を
高
め
て
き
て
い
る
。
実
際
、
２
０
１
５
年
安
保
法
制
論
議
の
際
のSEA

LD
s

の
運
動
で
も
、
伝
統
的
な

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
は
な
く
、
ラ
ッ
プ
調
の
コ
ー
ル
が
連
発
さ
れ
て
い
た
し
、
２
０
１
３
年
か
ら
１�

６
年
く
ら
い
に
か
け
て
音
楽
家
の
三み

宅や
け

洋
平
が
実
施
し
た
「
選
挙

フ
ェ
ス
」
も
ま
る
で
ラ
ッ
プ
の
ラ
イ
ブ
、
あ
る
い
は
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
の
Ｍ
Ｃ
の
よ
う
な
〝
演
説
〟
が
展
開
さ
れ
た
。

ま
た
、
ア
ラ
ブ
の
春
と
共
振
し
て
発
生
し
た
、
２
０
１
１
年
の
「
ウ
ォ
ー
ル
街
を
占
拠
せ
よ
（O

ccupy�W
all�Street

）」
運
動
に
象
徴
さ
れ
る
公
共
的
な
場
所
の

〝
占
拠
〟
戦
略
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
運
動
や
香
港
の
雨
傘
運
動
な
ど
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
占
拠
運
動
は
同
時
多
発
的
に
拡
散
・
飛
び
火
し
、
ま
る
で
陣
取
り
合

戦
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
が
多
い
。
占
拠
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
（
司
令
塔
）
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
、
救
護
チ
ー
ム
や
食
糧
チ
ー
ム
な
ど
も
準
備

さ
れ
て
い
た
。
占
拠
運
動
は
、
ま
る
で
〝
真
剣
な
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
ム
の
持
つ
競
争
性
と
遊
戯
性
が
市
民
運
動
の
非
日
常
的
な
祝
祭

性
を
高
め
る
（
も
ち
ろ
ん
、
政
治
運
動
へ
の
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
応
用
に
は
危
険
な
面
も
伴
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ル
ー
ル
の
設
定
や
ゲ
ー
マ
ー
の
公
正
感
覚
に

依
存
す
る
問
題
で
あ
る
）。

学
園
祭
や
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
、
ゲ
ー
ム
に
興
ず
る
と
い
う
感
覚
が
動
員
に
も
た
ら
す
効
果
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
祝
祭

的
非
日
常
へ
の
動
員
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
れ
ば
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
数
々
の
ギ
ミ
ッ
ク
は
、
市
民
運

動
を
日
常
生
活
に
持
ち
込
む
こ
と
に
も
応
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
三
宅
洋
平
は
、
反
原
発
や
選
挙
と
い
う
政
治
活
動
に
身
を
投
じ
続
け
る
こ
と
は

〔
　
Ｂ
　
〕
で
は
な
い
と
考
え
、
む
し
ろ
日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
込
む
活
動
に
切
り
替
え
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
な
ど
は
象
徴
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

デ
モ
が
し
か
る
べ
き
と
き
に
発
生
す
る
た
め
に
は
、
祝
祭
的
な
非
日
常
へ
の
招
待
を
そ
の
動
員
戦
略
や
方
法
論
に
お
い
て
よ
り
魅
力
的
に
す
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
続
け
、
潜
在
的
な
人
流
の
う
ね
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
バ
イ
ヨ
ウ
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

【
　
Ⅱ
　
】、
果
た
し
て
デ
モ
は
日
常
生
活
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
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あ
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。
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。
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れ
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る
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と
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の
中
に
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ど
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で
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に
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る
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に
は
、
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的
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握
手
会
や
撮
影
会
、
フ
ェ
ス
や
オ
フ
会
と
い
っ
た
会
合
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
作
品
や
言
説
を
共
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
実
際
に
ア
イ
コ
ン
と
対
面
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
モ
ノ
」
か
ら
「
コ
ト
」
へ
と
消
費
対
象
が
変
化
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
〝
営
業
戦
略
〟
の
立
て
直
し
と
い
う
面
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
消
費
行
動
の
変
化
の
背
後
に
は
、
人
々
の
〔
　
Ｃ
　
〕
の
あ
り
方
そ
の
も
の
の
変
化
が
見
て
取
れ
る
。

バ
ー
チ
ャ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
オ
フ
ラ
イ
ン
で
現
認
・
実
感
し
、
そ
こ
へ
の
帰
属
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ア
イ
コ
ン
と
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
で
写
真
を
と
り
、
現
場
を

録
画
し
て
、
そ
れ
ら
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
帰
属
の
強
化
と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、
同
時
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
先
立
ち
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
も
の
が
実
際
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
に
人
々
は
出
か
け
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
現
場
に
立
ち
、
現
場
を
画
像
や
動
画
に
収

録
・
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
も
の
と
し
て
所
有
し
直
し
て
、
個
人
の
物
語
の
一
部
に
組
み
込
む
。
要
す
る
に
、
フ
ェ
ス
や
オ
フ
会
へ
の
参
加
は
、
他
者

の
存
在
確
認
と
自
己
の
存
在
証
明
の
た
め
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
活
用
す
る
営
み
で
は
な
い
か
。

そ
う
す
る
と
デ
モ
も
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
エ
コ
ー
・
チ
ェ
ン
バ
ー
で
あ
ろ
う
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
ろ
う
が
、
ネ
ッ

ト
上
の
発
信
は
、
匿と

く

名め
い

で
は
な
く
顕け

ん

名め
い

で
あ
っ
て
も
、
基
本
、
安
全
圏
で
の
発
言
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
言
説
の
実
在
性
や
強
度
を
示
す
た
め
に
、
路
上
に
出
て
リ
ア
ル
に

語
る
こ
と
は
、
人
目
に
さ
ら
さ
れ
る
羞し

ゅ
う

恥ち

に
耐
え
、
卵
や
石
が
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
リ
ス
ク
を
負
い
、
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ま
れ
る
危
険
を
冒
す
〝
緊
張
と
不
安
〟

が
（
実
際
に
は
ほ
ん
の
少
し
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
頭
を
よ
ぎ
る
は
ず
だ
。

言
説
の
リ
ー
ダ
ー
や
ア
イ
コ
ン
が
路
上
に
立
ち
、
思
い
を
共
有
す
る
者
の
み
な
ら
ず
そ
れ
に
反
発
す
る
者
も
そ
こ
に
集
ま
り
、
自
分
も
そ
こ
に
立
つ
。
眺
め
る
だ
け
、

空
気
を
共
有
す
る
だ
け
で
、
と
り
あ
え
ず
一
緒
に
歩
い
て
み
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
現
場
を
記
録
す
る
だ
け
で
も
い
い
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
ら
も
発
言
・
発
声
し
、

飲
み
会
に
流
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
言
説
が
虚
言
や
戯
言
で
は
な
く
、
そ
れ
を
語
る
人
物
が
リ
ア
ル
に
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
言
説
を
発
信
す
る
側
に

と
っ
て
、
言
説
活
動
に
対
す
る
あ
る
種
の
〝
信
用
供
与
〟
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
言
う
信
用
は
、
言
説
の
内
容
の
信
用
性
と
は
別
で
あ
る
。
言
説

の
中
身
は
陰
謀
論
か
も
し
れ
な
い
し
フ
ェ
イ
ク
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
そ
の
言
説
が
在
る
こ
と
、
そ
れ
を
発
信
す
る
人
物
が
実
在
す

る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
与
え
る
信
用
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
あ
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
人
ほ
ん
と
に
い
た
ん
だ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
参
加
者
た
ち
が
現
場
に
自
ら
の
身
体
を

差
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
自
己
の
存
在
証
明
に
値
す
る
と
判
断
す
れ
ば
、
言
説
は
体
験
と
そ
の
デ
ジ
タ
ル
な
記
録
を
通
じ
て
個
人
所
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
他
者
の
存
在
確
認
と
自
己
の
存
在
証
明
と
し
て
の
デ
モ
は
、
祝
祭
的
な
非
日
常
に
限
ら
れ
た
話
で
は
な
く
、
日
常
的
に
な
さ
れ
て
い
い
こ
と
で
あ
る
。

デ
モ
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
言
説
活
動
に
と
っ
て
独
特
の
信
用
確
保
手
段
と
し
て
機
能
す
る
だ
ろ
う
。（

駒
村
圭け

い

吾ご

『
主
権
者
を
疑
う
　
統
治
の
主
役
は
誰
な
の
か
？
』
よ
り
）

3
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問
一
　
傍
線
部
ａ
・
ｂ
の
カ
タ
カ
ナ
に
あ
た
る
漢
字
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
　
ａ

12

ｂ

13

。

ａ
　
ケ
イ
キ�

ｂ
　
バ
イ
ヨ
ウ

①
　
業
務
テ
イ
ケ
イ
を
結
ぶ�

①
　
野
菜
の
サ
イ
バ
イ

②
　
厳
し
い
ケ
イ
バ
ツ
を
科
す�

②
　
病
気
を
バ
イ
カ
イ
す
る

③
　
哲
学
に
ケ
イ
ト
ウ
す
る�

③
　
バ
イ
シ
ョ
ウ
キ
ン
の
支
払
い

④
　
新
た
に
ケ
イ
ヤ
ク
を
締
結
す
る�

④
　
バ
イ
ニ
ク
の
豊
か
な
香
り
と
酸
味

⑤
　
雑
誌
に
ケ
イ
サ
イ
さ
れ
る�

⑤
　
企
業
の
バ
イ
シ
ュ
ウ

問
二
　
空
白
部
Ⅰ
、
Ⅱ
に
補
う
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
一
度
使
っ
た
番
号
は
二
度
使
っ
て
は
い
け
な
い
。�

�

解
答
番
号
は
　

Ⅰ

14

Ⅱ

15

。

①
　
だ
か
ら�

②
　
そ
こ
で�

③
　
し
か
し�

④
　
で
は�

⑤
　
そ
し
て

問
三
　
空
白
部
Ａ
に
補
う
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

①
　
趨す
う

勢せ
い�

②
　
背
景�

③
　
慣
習�

④
　
伝
統�

⑤
　
文
化

問
四
　
傍
線
部
1
「
デ
モ
の
近
未
来
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

①
　
デ
モ
の
動
員
は
特
定
の
思
想
的
信
条
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
人
流
は
日
常
の
回
遊
性
と
関
係
が
深
い
も
の
で
あ
る
。

②
　
デ
モ
は
国
家
と
直
接
対
峙
す
る
運
動
と
し
て
再
評
価
さ
れ
、
人
流
も
物
理
的
接
触
の
回
避
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

③
　
デ
モ
の
未
来
像
を
語
る
に
は
政
治
制
度
の
改
変
が
最
重
要
で
あ
り
、
動
員
や
人
流
と
い
っ
た
要
素
は
二
次
的
で
あ
る
。

④
　
デ
モ
の
動
員
は
演
出
や
エ
ン
タ
メ
性
を
重
視
す
る
が
、
人
流
は
あ
く
ま
で
管
理
や
統
制
の
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

⑤
　
デ
モ
は
日
常
生
活
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
動
員
と
人
流
の
あ
り
方
を
見
直
し
な
が
ら
再
構
想
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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ｂ
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が
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も
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の
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遊
性
と
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が
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も
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②
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と
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る
運
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と
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再
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流
も
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避
が
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視
さ
れ
る
よ
う
に
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る
。

③
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モ
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未
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像
を
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る
に
は
政
治
制
度
の
改
変
が
最
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要
で
あ
り
、
動
員
や
人
流
と
い
っ
た
要
素
は
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的
で
あ
る
。

④
　
デ
モ
の
動
員
は
演
出
や
エ
ン
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性
を
重
視
す
る
が
、
人
流
は
あ
く
ま
で
管
理
や
統
制
の
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

⑤
　
デ
モ
は
日
常
生
活
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
動
員
と
人
流
の
あ
り
方
を
見
直
し
な
が
ら
再
構
想
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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問
五
　
空
白
部
Ｂ
に
補
う
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

①
　
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
　
　
　
②
　
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
　
　
　
③
　
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
　
　
　
④
　
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
　
　
　
⑤
　
モ
チ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

問
六
　
傍
線
部
2
「
祝
祭
的
な
非
日
常
へ
の
招
待
を
そ
の
動
員
戦
略
や
方
法
論
に
お
い
て
よ
り
魅
力
的
に
す
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
実
践
と
し
て
、
最
適
な
も
の

を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①
　
デ
モ
を
警
察
の
厳
重
な
監
視
下
に
置
き
、
あ
え
て
緊
張
感
を
演
出
す
る
こ
と
で
刺
激
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
。

②
　
ラ
ッ
プ
や
音
楽
な
ど
の
演
出
を
取
り
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
形
式
で
新
た
な
層
を
自
然
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
　
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
へ
の
反
発
を
利
用
し
、
人
々
の
不
満
を
煽あ

お

る
こ
と
で
多
く
の
市
民
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
　
過
激
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て
祝
祭
性
よ
り
も
暴
力
性
を
高
め
る
こ
と
で
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
　
フ
ェ
ス
や
花
火
大
会
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
っ
た
定
番
の
イ
ベ
ン
ト
に
便
乗
す
る
こ
と
で
動
員
が
容
易
に
な
る
。

問
七
　
空
白
部
Ｃ
に
補
う
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

①
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
②
　
リ
テ
ラ
シ
ー
　
　
　
③
　
パ
ラ
ダ
イ
ム
　
　
　
④
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
　
　
⑤
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

問
八
　
傍
線
部
3
「
デ
モ
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
言
説
活
動
に
と
っ
て
独
特
の
信
用
確
保
手
段
と
し
て
機
能
す
る
だ
ろ
う
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
最
適
な

も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①
　
デ
モ
に
参
加
す
れ
ば
安
全
性
が
保
障
さ
れ
、
忖そ

ん

度た
く

す
る
こ
と
な
く
自
由
に
主
張
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

②
　
ネ
ッ
ト
上
の
言
説
の
真
偽
を
確
か
め
る
に
は
、
デ
モ
に
参
加
し
て
発
言
者
と
対
面
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
か
ら
。

③
　
路
上
に
立
つ
こ
と
で
言
説
の
発
信
者
の
実
在
性
を
示
し
、
言
説
活
動
へ
の
信
頼
感
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

④
　
デ
モ
に
お
け
る
発
言
が
過
激
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
真
実
味
を
帯
び
て
人
々
に
信
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。

⑤
　
デ
モ
に
よ
っ
て
発
信
者
の
存
在
が
証
明
さ
れ
、
言
説
の
内
容
が
信
用
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
。
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問
九
　
次
の
記
述
の
う
ち
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①
　
市
民
運
動
は
日
常
的
な
生
活
や
娯
楽
と
接
続
さ
れ
る
こ
と
で
、
持
続
的
な
形
で
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

②
　
デ
モ
が
か
つ
て
の
影
響
力
を
取
り
戻
す
に
は
、
権
力
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
一
貫
し
て
保
ち
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

③
　
人
々
が
フ
ェ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
は
、
娯
楽
よ
り
も
政
治
的
信
条
を
表
明
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

④
　
路
上
に
お
け
る
対
面
で
の
発
言
よ
り
も
、
ネ
ッ
ト
上
の
言
説
の
ほ
う
が
社
会
的
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

⑤
　
集
団
暴
徒
化
や
市
街
戦
の
よ
う
な
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
は
、
人
流
を
完
全
に
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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の
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れ
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。

②
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。

③
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。
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対
面
で
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も
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の
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的
な
影
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次
の
各
問
い
に
答
え
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
解
答
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

23

～

37

。

問
一
　
各
群
中
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
が
（
　
）
内
に
示
し
て
あ
る
。
読
み
の
誤
っ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
誤
り
が
な
い
場
合
は
「
⓪
」
を

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
　
ａ

23

ｂ

24

。

ａ
�������

①
　
憂
愁
（
ゆ
う
し
ょ
く
）
の
色
を
浮
か
べ
る
。

②
　
規
定
を
遡
及
（
そ
き
ゅ
う
）
し
て
適
用
す
る
。

③
　
帝
位
を
禅
譲
（
ぜ
ん
じ
ょ
う
）
す
る
。

④
　
噂
を
吹
聴
（
ふ
い
ち
ょ
う
）
す
る
。

⑤
　
隷
従
（
れ
い
じ
ゅ
う
）
を
強
い
る
。

ｂ
�������

①
　
業
務
を
委
嘱
（
い
し
ょ
く
）
す
る
。

②
　
暫
時
（
ざ
ん
じ
）
休
憩
す
る
。

③
　
謀
反
（
む
ほ
ん
）
を
起
こ
す
。

④
　
重
篤
（
じ
ゅ
う
と
く
）
な
症
状
。

⑤
　
醜
態
（
し
ゅ
う
た
い
）
を
晒
す
。

問
二
　
次
の
傍
線
部
の
品
詞
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
一
度
使
っ
た
番
号
は
二
度
使
っ
て
は
い
け
な
い
。�

�

解
答
番
号
は
　
ａ

25

ｂ

26

ｃ

27

。

ａ
　
あ
ら
ゆ
る
人
か
ら
愛
さ
れ
る
人
柄
。

ｂ
　
に
こ
や
か
に
ほ
ほ
笑
む
。

ｃ
　
彼
女
の
頑
張
り
に
は
と
う
て
い
か
な
わ
な
い
。

①
　
形
容
詞�

②
　
形
容
動
詞�

③
　
連
体
詞�
④
　
副
詞�

⑤
　
助
詞

Ⅲ
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問
三
　
次
の
ａ
～
ｅ
に
つ
い
て
、
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

ａ
　
象
□
の
塔

ｂ
　
□
好
を
崩
す

ｃ
　
□
が
熟
す

ｄ
　
□
後
に
落
ち
な
い

ｅ
　
□
是
な
い

Ⅰ
　
右
の
ａ
～
ｅ
の
空
白
部
に
入
る
も
の
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。�

�

解
答
番
号
は
　
ａ

28

ｂ

29

ｃ

30

ｄ

31

ｅ

32

。

①
　
頑
　
　
　
②
　
期
　
　
　
③
　
牙
　
　
　
④
　
人
　
　
　
⑤
　
機
　
　
　
⑥
　
相
　
　
　
⑦
　
格

Ⅱ
　
右
の
ａ
～
ｅ
の
意
味
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。�

�

解
答
番
号
は
　
ａ

33

ｂ

34

ｃ

35

ｄ

36

ｅ

37

。

①
　
他
人
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
こ
と
。

②
　
相
手
に
望
み
が
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
告
げ
、
諦
め
さ
せ
る
こ
と
。

③
　
現
実
社
会
か
ら
離
れ
て
、
学
問
や
芸
術
に
閉
じ
こ
も
る
よ
う
な
、
孤
高
で
理
想
主
義
的
な
態
度
・
空
間
。

④
　
物
事
を
実
行
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
期
に
な
る
こ
と
。

⑤
　
幼
稚
で
未
熟
な
こ
と
。

⑥
　
世
間
の
議
論
や
非
難
・
批
判
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
。

⑦
　
顔
の
表
情
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
、
に
っ
こ
り
笑
う
こ
と
。
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